
第１ 部　インターネット利用者動向

資料1-2-1　インターネットの利用歴　N=1,606
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資料1-2-3　インターネットの利用歴（年代別) N=1

資料1-2-2　1年半未満の利用歴(性別)
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資料1-2-4　パソコンの購入理由（今後1年以内の

パソコン購入予定者） Ｎ＝230

資 料1-2-3　 インタ ーネット の利 用歴（年 代 別) N=1,606
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20 代未満 3.1% 6.3% 0.0% 6.3% 12.5% 28.1% 31.3% 6.3% 6.3% 0.0％

20 代 2.3% 3.9% 2.3% 8.1% 10.4% 19.2% 32.1% 17.5% 4.2% 0.0%

30 代 0.9% 3.1% 1.7% 8.1% 6.3% 19.7% 29.2% 23.2% 7.7% 0.0％

40 代 3.5% 2.5% 2.3% 3.3% 4.8% 18.4% 38.4% 21.5% 5.3% 0.0％

50 代 2.5% 6.0% 2.5% 9.5% 10.1% 19.1% 25.1% 17.1% 7.5% 0.5%

60 代以上 4.0% 3.2% 7.1% 12.7% 13.5% 16.7% 28.6% 11.9% 1.6% 0.8%

わからない 0.0％ 0.0% 0.0％ 0.0％ 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

合 計 2.3% 3.5% 2.4% 7.4% 7.9% 19.2% 31.4% 19.7% 5.9% 0.1%

解 説

本 調査 は インターネット利 用 者の 市場 規 模 を

把 握 すると同 時 に、初心 者 からパ ワー ユ ーザ

ー まで の 利 用実 態 を 一 元 的 に分 析 す ることを

目 的 としてい る。その た め、で きる限 り現 状 の

インターネット利 用の 実 態を 正確 に 捉 えるよう、

敢 えて 電 話 による約3 万 件 前後 の スクリーニン

グ調 査と 郵送 調 査 の組 み 合 わせ という手法 を

収ってい る。

今回も昨 年に引 き続 き、ウェブ 上で のアンケ

ート 川答者 との 差 を見 るた めに、ウェブ 上で 同

時 期に 同 内 容 で調 査 を 行 ない 、そ の オンライ

ンアンケートの 結 果も比 較 材料 とし て提 供して

いる( 以 下｢ ウェブ 回 答 者｣ とする) ０

３６　 ◆ インターネット白 書' ９９
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なんとなく、周りがみんな

勤務先の残務処理をするため

このインターネット利用者の利用実態調査も

3年 囗を迎えたが､ 今回は時系列分析によりこ

の3年間の市場成長の傾向も考察している。

今回の調査ではインターネットの利用歴は[3

年未満] が31.4% と最も多いO｢1か月未満｣ か

ら｢3年未満｣ の合計では全体の74.1%を占め、

ここ3年の利用者の急成長を裏付けている。

また性別では、特 に女性で1年 半未満の利

用者の合計が4割以上を占め、同時期に始め

た男性のおよそ2倍に上っているO このことか

らも近年のインターネット利用者の増加に女性

利 用者が貢献していることがわかるO

参考までに 今年3月に行なったアクセス メ

勤務先でパソコンを

使用することになっ

たから　　12.2%

＼WW ＼ Access Media International, 「1999 年家庭
内情報関 連機 器利用実 態調査」を元に作成

ディア インターナショナル(以下ＡＭＩとする)

の｢1999 年 家 庭内情報 機器利用 実態調査｣

によれば､ 今後1年以内にパソコンを購入する

予定者( パソコンユーザ ーは含 まない)のパソ

コン購 入口的の第1位は( インターネットのた

め訌単数回答)となっている。
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資料1-2-5　利用中のサービス内容(1997 年-1999年／今後)

今後の利用意向(1999 年 ） 項　 目 利用中のサービス内 容(1997 年-1999 年 ）
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電子メール

趣味 ・エ ンタ ーテイメント
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フリーソフトのダウンロード

ニュース・天気予報

企業･銭 の縣 鴟/ 転蘿･求人縣

生活情報の収集
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学術情報の収集
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資 料1-2-6　 インターネットの 満足 度

(100 点満 点) N=1,606
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現 在 利川 中 の サービ ス内 容 は｢ 電子 メール｣

が 最も高く95.1％である。そ れに 続い て｢ 趣 味･

エ ンターテイメント｣(77.8%)｢ 一般 製 品･ サ ービ

ス 情 報の 収 集｣(64.4%)｢ フリーソフトの ダウン

ロード｣(63.6%) が 利 用中 の 十｡位 を 占 めて いる。

本 調 査を 開 始し た1997 年 にお い て も76.7%

で す でにトップ だっ た｢ 電 子 メール｣ は そ の 後

も着 実に利 川 が拡 大し 囗998 年 には82.3% 、今

年 は95.1 ％となった 。この 間｢ インターネットを

始 める＝( イコール) 電 子 メー ルの 利 用 を始 め

る｣ といっても過 言では ないほど 一般 に浸 透し、

イン ター ネットの 啓 蒙 に 貢 献す ると同 時 に 、代

表 的 サービ スとして 定 着し た。

０　 １０　２０　３０　４０　５０　６０　７０　８０　９０１００（％）
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時 系 列で み てそ れ以 外 で特 徴 的 なの は｢ 趣

味･ エ ンターテ イメント｣ の 伸 びで ある。さらに、

｢チャット　 掲 示板　 電 子 会 議室｣ や[ オンライ

ンショッピング](1999 年 から内 容 を細 分 化して

い る) の 仲 び も特 徴 的 であ る。こ れらは インタ

ー ネットがより佃 人レベ ルのコミュニ ケーション

ツー ルとして 利 用 されるように なってきた 傾向

をは っきりと 衣して い る。

一方 、利 用 が減 少しているのは｢ 企業･ 産業

の 情 報収 集　 転職･ 求人 情 報｣ や｢ 一般 製 品･

サ ービ ス情 報の 収 集｣ など であ る。こ れらは情

報 の 需 要 が 減ったということでは なく、インター

ネットにおい ては利 用 者が 企 業などｰ 元的 な情

解 説
報 源 からだけ で なく、多 元 的 な情 報 源から情 報

を 収 集できるようになり利 用 先が 分 散し たと捉 え

るべ きであろう。また 、一時 期 サ ービ ス提 供 者

が 急 速に 増 えた｢ 電 ｆ メールによる有 料情 報 配

信 サ ービ ス｣ も利 川 者 の 情 報 収 集 方法 の 選 別

が 進 ん だた め 減 少し たと捉 えるべ きである。

イン ター ネットの 満 足 度 は 、 全体 平均 で は

64.8点 となって おり、性 別 で は 男 性 が64.4 点 、

女性 が66.5 点 と一 般 に サ ービ ス内 容 や 支出 に

厳し い は ず の 女性 で の 評 価 が や や 高い 。

(矢野さよみ

アクセス メディア インターナショナル株式会社)
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